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　本研究では、日本語と英語の質問紙を作成
し、テキストマイニングによる質的分析を用
い、剣道のイメージや教育効果について、日本
以外で剣道を行う剣道家からその特徴を抽出
することを目的とした。
　調査対象は、ニュージーランド剣道連盟に
所属する日本生まれ以外の剣道家38名（以下
外国剣士）、日本生まれの剣道家13名（以下日
本剣士）、および日本生まれ以外のバドミント
ン愛好家7名（以下バドミントン）とした。本
研究を実施するにあたり、日本語と英語の質
問紙を作成した。回収した質問紙はテキスト
データ化し、Text Mining Studio（NTT数理シ
ステム社製）を用いて分析を行った。回答の属
性は、「日本剣士」と「外国剣士」、「バドミント
ン」とし、特徴語分析を行った。
　「あなたが行っているスポーツにはどのよう
なイメージがありますか？」の質問への回答で
は、特徴語として身体面やパフォーマンスに関
する単語が抽出されたのに対し、外国剣士は
「martial arts, respect, mind」が抽出され、日
本剣士では「スポーツ、心、人、日本、武道、文
化」などが抽出された。外国剣士と日本剣士に
おいて「mind／心」は共通していたが、外国剣
士に見られた「respect」は、日本剣士からは抽
出されなかった。また、日本剣士は、「日本」、
「文化」といった日本の文化を特徴的に回答し
ていた。外国剣士と日本剣士のいずれにおい
ても剣道は「martial arts／武道」のイメージを
共通に持っており、特に日本剣士においては、
日本の文化としてのイメージを強く持ってい
る傾向が見られた。
　「あなたが行っているスポーツでは何を学
べると思いますか？」の質問への回答では、バ
ドミントンでは身体面と社会面に関する単語
が抽出された。日本剣士においては精神面に
関する単語が抽出されたが「強い（+気持ち、+
心）、弱い（+自分、+心）」といった心の変化に
関する回答が見られた。
　「これまでに、あなたが行っているスポー
ツをしていた時に自分自身について気付かさ
れたことはありますか？具体的に説明してく
ださい。」の質問への回答では、外国剣士と日
本剣士では共通する単語として「find／学ぶ、
feel／感じる、notice／気づく」の動詞が多く
抽出された。
　「あなたが行っているスポーツによって、あ
なた自身が変われたことはありますか？具体
的に説明してください。」の質問では、日本剣士
においては日本人としてのアイデンディティ、
日本人であること、という海外で生活をする日
本人としてのアイデンディティに剣道が活か
されている様子が伺えた。
　本研究では、外国剣士も日本剣士のいずれ
も、剣道を武道としてイメージしていることが
認められた。剣道において変われたことも同
様に精神面の単語が多く見られたが、日本剣
士においては海外における生活の方向性を定
めるものとして、あるいは日本人としてのアイ
デンディティを気づかせてくれるものとして
剣道がその役割を果たしていた。これらのこと
は、対象地域の剣道が日本の剣道を踏襲して
行なわれていることを示しているだろう。
本研究は平成２８年度身体運動文化学会大会にて
発表を行った。また、「幼少年期における身体接触を
伴うスポーツの経験が心の発育・発達に与える影響
(JSPS科研費 26560420)」 の助成を受けたもので
ある。
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外国剣士においては、日本文化として剣道を学んでいるというよりも、武道あるいは精神性のものとして学んでいる意識が高
い傾向であった。
